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雌 しべ は被子植物 の雌 性生殖器 官で あ る。 シ ロイヌ ナズナ の雌 しべ は二つの心皮 が

融合 してで きた袋 状の構 造で 、内部 に胚珠 と隔壁 をもつ。雌 しべ はまず 、二つ の心皮

原基 が側 縁部 で融合 した管状 の構造 と して形成 され、や がて原 基 の頂端部 が後生的 な

融合 に よって 閉 じることで袋状 にな る。 一方 、心皮原 基融合部 の基部側 には分 裂組織

様 の活性 を持っ組織 が生 じ、 こ こか ら胚 珠 と隔壁 が形 成 され る。 申請者 は本論 文 にお

い て、心皮周 縁部 にお け る組 織 の融合 と胚珠 ・隔壁 の形成 に関与す る遺伝子 間の相互

作用 の解析 を行 った。

これ まで、NAC型 転写 因子 のCUC1とCUC2お よびbHL且 型転写 因子 のSPTが 、

心皮 周縁部 にお ける融合 と器官形成 に関与す る ことが知 られていた。eueleue2二 重 変

異体 では胚珠 お よび隔壁 が欠損 し、OUOZお よびOUC2の 過剰発現体 では心皮 の融合

が 阻害 され る。一方sρt変 異体 では隔壁 の一部 が欠損す る とともに、心皮頂端部 の融

合が 阻害 され る。

OUCZ、OUC2、SPTの 心皮形成 にお ける役割 と、各 因子 間の相互 関係 を明 らかに

す るために、 申請者 は機 能欠損型 の突 然変異体 を用い た遺伝 的相互作用 の解析 を行 っ

た。cuclsρtお よびeue2sρt二 重変異体 の雌 しべ頂端部 では、心皮 の側 縁部 の融合 が

回復 していたが、 中央部 の後生的 な融合 は回復せず 、 中空 の花柱 が形成 され た。 この

ことはeueZお よびeuc2単 独変 異がsρt変 異 を部分的 に抑圧す ることを示 してい る。

また、spt変 異 体の雌 しべ原基頂端部 ではOUOZお よびOUC2の 異所 的な発 現が観 察

され た。

次 にeuclsρtお よびeue2sρtに お ける雌 しべ の基部 について解析 した ところ、胚

珠 お よび隔壁 の著 しい欠損 が見 られた。各 単独 変異体 では、 これ らの器 官 の形成 に全

く異常 が見 られないか、見 られ た として も ごく僅 かな異 常 しか観察 され ない ことか ら、

eucZとsρtお よびeue2とsρtは 雌 しべ基部 の器官形成 にお いて、相乗的 な遺伝的相互

作用 を示す ことが明 らか になった。sρt変 異体 にお ける雌蕊原 基の基部で はOUOZお

よびOUC2の 発現 に変化 は見 られず 、一方でeueleue2二 重変異体 ではSiPTの 発現 が

雌 しべ原 基 の基部 においてのみ減少 していた。この こ とか ら、OUCIとOUC2はSPT

の雌 しべ原基 にお け る発現 を基部特異的 に促進す るこ とが示唆 され た。

以上か ら、SPTはOUO1お よびOUC2の 発 現 を雌 しべ頂端部 特異的 に抑 制す る こ

と、そ して この負 の制御 が心皮 の融合 に重要 であ るこ とが示唆 された。 また、雌 しべ

基部 におい ては三つ の遺伝子 が協調 的にはた らい て、心皮周縁 部の器 官形成 を促 進す

るこ とも示唆 され た。以上 の こ とは、シ ロイヌナ ズナ にお いては、雌 しべ の頂 端部 と

基部 でOUOI、OUO2、SPTが 異 なった様式 で相互 作用す る ことに よ り、各 部位 に特

異 的な構造 の形成が進 行す る ことを示 してい る。



論文審査結果の要 旨
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雌 しべ は被 子植物 に特有 の生殖器 官で あ り、受粉 か ら受 精 ・胚発生へ と到 る一連 の

生殖過程 を支 え る重 要 な構造 で ある。雌 しべは植 物 の器官 の 中では最 も複雑 な形態 を

持 ち、胚珠 を保 護す るた めの構 造や、花粉 管の通 り道 とな る組 織 な どが特化 し、 これ

らの発達 が被 子植物 の繁殖 戦略 上、非常 に重 要な意味 を持 つ。 雌 しべ の発生 メカニ ズ

ム を明 らかにす る ことは、地球上 で最 も成功 した植 物群 であ る被子植 物 の生殖 装置 が

いか に進化 して きたかの理解 につ なが る とともに、種子や果 実の収 量増加や 育種 にお

ける生殖 過程 の制御 な ど、応 用面 に も資す る ところが大 きい。

雌 しべ の形 態で最 も重要 な特徴 は、心皮 と呼ばれ る構 成単位 が周縁 部で融合 して袋

状 の構 造 をつ くる ことであ る。 これ に よ り、袋 の内部 にある生殖細胞 が乾燥や病 害、

他種 の花粉 な どか ら保護 され る。 申請者 は この心皮 の融合過程 に着 目し、モデル植物

であ るシロイ ヌナズナ を用 いて、心皮融合 に関わ るい くつか の遺伝子 の機 能解析 を行

った。

これ まで に、心皮 の融合 に影響す る遺伝子 としてb且L且 タンパ ク質 を コー ドす る

SPTやNAC型 タンパ ク質 を コー ドす るOUOIお よびOUO2が 知 られ ていた。SPT

遺伝子 の機 能欠損 変異 体で は心皮 融合 が不 全に な り、結果 として雌 しべ の先端 部が 開

裂す る。一方 、OUOZやOUC2の 機 能欠損変 異体は心皮 の融合 には影響 しないが、 こ

れ らの遺伝子 を過剰 に発 現 させ ると雌 しべ先端部 が開裂す る。 申請者 は、三 っの遺伝

子の関係 を調べ ることに よ り、SPTがOUOIお よびOUC2の 発 現 を抑 制す るこ とが

心皮 の融合 に必須 であ るこ とを示 した。 また、心皮 先端部 の均 一な成長制御 と、先端

部 の互 いに向かい合 った内壁 間で起 こる後生 的な融 合 の制御 が心皮 の融合 に重要 で あ

り、 これ ら二つ の制御機構 は遺伝的 に分離 で きるこ とも分 かった。

一 方
、心皮融 合部 の基部側 の 内腔 では、生殖装置 の一つ であ る隔壁 と、生殖細胞 を

含 む胚珠 が形成 され る。 申請者 は この過程 に も注 目し、CUOZ、OUO2、 お よびSPT

の三つ の遺伝 子が互い に協調 して隔壁 と胚珠 の形成 を促進 す る こと、お よびSPTの 発

現がOUOZお よびOUO2に よって制御 され る可能性 を見 いだ した。これ らの結果は ま

た、3つ の遺伝子 が心皮 の先端 部 と基部 で異 なる様式 で相互作用 し、それ が複雑 な形

態 を持 った雌 しべ の形 成 に一役 買 ってい る とい う、今 後の雌 しべ形成機 構 の解 明 に重

要な示唆 を与 え る点で、興味深 い。

以上 の よ うに、本論 文は被子植 物の主要 な生殖器官 で ある雌 しべ につい て、その発

生 メカ ニズム の重要 な側 面 を明 らか に した もので 、学術 上、応用上貢 献す る ところが

少 な くない。 よって審 査委員一 同は、本論 文が博士 （バ イオサイエ ンス） の学位論文

として価値 ある もの と認 めた。


